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富山県の東部に位置する常願寺川の上流，立山

カルデラ（東西６．５km，南北４．５km，高さ７００m）

は，１８５８（安政５）年の飛越大地震による大鳶山

・小鳶山の崩壊で４．１億m３もの不安定土砂が発生

し，これが原因となって下流域に大量の土砂を押

し流し，富山平野に幾度にもわたる甚大な土砂災

害をもたらしました。

未曽有の災害に対応するため，１９０６（明治３９）

年に富山県によって砂防事業が着手されました

が，洪水のたびに砂防えん堤が崩壊するなど事業

は困難を極めました。そして，富山県が砂防の要

として全力を注いで建設していた湯川第一号砂防

えん堤（現在の白岩砂防えん堤第一副えん堤）が

１９２２（大正１１）年７月の大洪水により，完成目前

で壊滅的な被害を受け，富山県の砂防計画は根底

から崩壊し，その後，砂防法の改正を経て１９２６

（大正１５）年直轄事業に移管され，日本近代砂防

の父といわれる赤木正雄が立山砂防事務所初代所

長に就任し，本格的な砂防事業が始まりま

した。

初代所長となった赤木正雄は，立山の砂

防計画を次のとおり策定しました。

荒廃急流河川常願寺川を治めるには，小

規模な工事では十分な効果が望めず，一方

で大規模な砂防工事を実施すれば多額の費

用を要する。そこで，まずカルデラの出口

にあたる岩盤露出点の白岩に大えん堤を築

き，両岸山腹の崩壊を防止し，土石を堆積

させて河床勾配を安定させた後，上流側に

数カ所のえん堤を設置し，流下土砂を抑制

し，湯川本川の崩壊を治めることとしまし

た。

白岩砂防えん堤の築造は，当時としては画期的

な資材であったコンクリートを採用し建設が始ま

りました。また，国による砂防工事が着手される

と，大量の資材や人員を輸送するために，現在の
せんじゅ が はら

立山砂防事務所が置かれている千寿ヶ原から白岩

を結ぶ軌道が計画され，１９２７（昭和２）年に着
かんばだいら

手，１９２９（昭和４）年には樺 平まで開通し，機

関車の運転が開始されました。そして，１９３１（昭
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写真―１ 立山カルデラ全景

写真―２ 完成目前の県営湯川第一号砂防えん堤
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和６）年には，軌道とインクラインの組み合わせ

により，白岩まで全線が開通，その年に本体に着

手し工事が本格的に始まり，１９３９（昭和１４）年に

完成しました。完成後６０年あまり経過した１９９９

（平成１１）年には国の登録有形文化財に指定さ

れ，現在は，補強対策工事を実施しています。

白岩砂防えん堤は，昭和初期の大型重力式コン

クリートえん堤で，本堤，第一～第四号護岸，第

一～第七副えん堤，左岸のフィルダム構造，方格

枠からなり，全体が一つの砂防えん堤として機能

しています。

本えん堤の高さは６３m，７基の副えん堤をあわ

せた落差は１０８mと，ともに日本一の高さです。

白岩砂防えん堤補強対策は，えん堤が昭和１４年

に完成し約６０年以上経過した時点で，右岸部岩盤

の風化による崩落の危険・水通し部における流下

断面不足・左岸盛土部における漏水等問題が顕著

となったことから，平成１０年度から右岸部補強対

策工事に着手しました。右岸部補強対策工事は，

土木としては日本初のデザインビルド（設計・施

工一括発注方式）を採用し平成１７年に完成しまし

た。工事の概要としては，２本のトンネル内部よ

り，アンカー・ボルトにより地表面のもろい岩盤

斜面を抑え，平成１８年からは左岸部に着手し，２

基の集水井からの集排水ボーリングによる地下水

の抑制，抑え盛土による堤体の安定を図る工事を

実施しています。

白岩砂防えん堤は，周辺環境と調和し，今も富

山平野に暮らす人々の生命と財産を土砂災害の危

険から守っています。

写真―３ 大正１１年 洪水で破壊された湯川第一号
砂防えん堤
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写真―４ 平成７年 工事設備状況
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